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別表２(第10関係)

単位（円）

許可期間
(年度単位)

別表1-1申請資格１㈠～㈣ 1,500円/月 1,500円×許可期間の月数（月単位）

別表1-1申請資格１㈤ 5,000円/月 5,000円×許可期間の月数（月単位）

別表1-2申請資格１㈠～㈡ 1,500円/月 1,500円×許可期間の月数（月単位）

別表1-2申請資格１㈢

別表1-2申請資格２～４

最長1年

定期外来入構許可

最長1年
5,000円/月 5,000円×許可期間の月数（月単位）

定期又は定期外来入構による入構整理料

区分

入構整理料 入構整理料

定期入構許可

種類

令和５年１２月１日キャンパスマネジメント推進本部会議 裁定による



別表3　（第10, 第11及び第12関係）

単位（円）

入構整理料を全部免
除する場合
（要項第11）

入構整理料を部局が
負担する場合
(要項第12）

0分以上 45分未満 0 0 0

45分以上 1時間未満 200 100 700

1時間以上 2時間未満 400 200 1,400

2時間以上 3時間未満 600 300 2,100

3時間以上 4時間未満 800 2,800

4時間以上 5時間未満 1,000 3,500

5時間以上 6時間未満 1,200 4,200

6時間以上 7時間未満 1,400 4,900

7時間以上 8時間未満 1,600 5,600

8時間以上 9時間未満 1,800 6,300

9時間以上 10時間未満 2,000 7,000

10時間以上 11時間未満 2,200 7,700

11時間以上 12時間未満 2,400 8,400

12時間以上 24時間未満 9,100

24時間以上
以降１時間毎に

700円加算
以降1時間分毎に700
円加算

400

定期を除く入構整理料

無料
入出構1回につき

800円

 以降1時間毎に200円
加算

入構許可の種類時間 用務証明書 臨時入構

無料入構
一般の入構
（要項第10）
※バスを除く

令和５年１２月１日キャンパスマネジメント推進本部会議 裁定による



入構許可の申請資格，許可証等の交付申請手続き及び許可期間（別表１） 2025年2月14日改正

入構区分の種類 許可証等 申請者の別 申請資格 申請手続き 入構整理料
申請先
許可証等
の交付者

許可期限 留意事項

一　定期入構 定期入構許可
証

各申請者共通 1   やむを得ない事由で公共交通機関での通勤通学困難であ
る役職員又は学生等で，次の各号のいずれかに該当する者
なお, 役職員は，自動車による本学への通勤届を提出してい
る者

環境安全課環
境管理係交通
担当

※交付許可
は，申請後大
学営業日７日
後

許可の年度
の末日まで
を限度とし
て指定

・証明書類は，発行後1カ月以内で，利用期間中の証明がある書類を提出すること。
・学生は，学生証の写し，担当教授承認書類，名義が本人、親族名又は所属機関名で
ある自動車検査証の写し及び臨時入構の利用制限日数を超える理由書を提出するこ
と。
・東山地区非常勤講師は，利用期間中にかかる本学発行の労働契約書類（契約書・通
知書等）を提出すること。
・次年度の申請手続きについては別途通知する。

・役職員
・学生

一　名古屋大学の役職員・学生で身体障害，疾病等により自
動車によらなければ通勤又は通学が困難な者

名古屋大学名古
屋大学東山地区
入構申請管理シ
ステム（学内）

・医師の発行による診断書（母性健康管理指導事項連絡カード含む）で，治療期間，
公共交通機関が利用できず自動車による通勤通学が必要であることの記載がある書類
を提出すること。
・利用期間は，診断書記載の治療期間のみとする

・役職員
・学生

二　東山地区の役職員・大学院博士課程後期課程の学生で
総長が別に定める区域外（交通機関等による通勤又は通学
の所要時間が50分以上)に居住する者

・学生
別に定める名古
屋大学東山地区
定期入構手続き
をすること。

・本学指定の四輪区域図に自宅位置等を正確にポイントして添付すること。

・役職員
・学生

三　名古屋大学の役職員・大学院博士課程後期課程学生等
で教育研究その他業務上の理由により，随時自動車を利用
することが必要であると部局長が認めた者

・教育研究その他本学業務上の理由で公共交通機関の利用が困難な理由を明記し，部
局長が認めたことがわかる書類を提出すること。
・学生は，担当教授・担当部署を通じ，部局長が認めたことがわかる書類を提出する
こと。

・役職員 四　東山地区役職員（非常勤講師を除く）で保育園等の送
迎が必要があると認められる者

・本学指定の証明書様式を提出すること。
・保育園または年間を通し預かり保育がある保育機関で，自動車での送迎が認められ
ていること。
・大学敷地境界から400m以上の居住地にあること。自宅位置がわかる地図を添付する
こと。

・役職員 五　上記以外の理由で，東山地区への研究その他業務上の
理由で自動車通勤を希望する者

5,000円/月 ・やむを得ない事由で公共交通機関での通勤通学困難であり，随時自動車を利用しな
ければならない理由を詳細に明記すること。

六　随時自動車を利用することが必要であると名古屋大学
キャンパスマネジメント推進本部会議が認めた者

二　定期外来入
構

定期外来入
構許可証

・共同研究者等 1  やむを得ない事由で公共交通機関での来学が困難であ
る共同研究者等であって次の各号のいずれかに該当する者

東海国立大学機
構名古屋大学東
山地区入構申請
管理システム
（定期外来）

・共同研究者等とは，本学との研究に関わる研究者及び招へい教員をいう。
・共同研究者は，申請者名の記載がある本学との契約に関わる公的書類(共同研究依
頼書等）を提出すること。
・証明書類は，発行後1カ月以内で，利用期間中の証明がある書類を提出すること。
・次年度の申請手続きについては別途通知する。

一　身体障害者，疾病等により自動車によらなければ来学
することが困難な者

・医師の発行による診断書（母性健康管理指導事項連絡カード含む）で，治療期間，
公共交通機関が利用できず自動車による来校が必要であることの記載がある書類を提
出すること。
・利用期間は，診断書記載の治療期間のみとする。

二　教育研究その他業務上の理由により，随時自動車を利
用することが必要であり，かつ自宅又は所属する企業が，
別に定める区域外（交通機関等による通勤の所要時間が50
分以上）に居住する者で部局長等が認めた者

・教育研究その他本学業務上の理由で公共交通機関の利用が困難な理由を明記し，部
局長が認めたことがわかる書類を提出すること。
・申請書記載の住所を証明する書類を提出すること。

三　上記以外の理由で東山地区への研究その他業務上の理
由で来学を希望する者

・随時自動車を利用しなければならない理由を詳細に明記すること。

・課外活動の監督・
コーチ

2 東山地区構内で課外活動の監督・コーチとして部局長
が認めた者

・教育推進部の承認書類，自動車検査証の写しを添付すること。

・事業者
・業者

3 東山地区構内で営業を行うことを認められている事業
者，構内に出入りする業者等で,物品搬入等業務上の理由
により随時自動車を利用することが必要であると東山地区
用務先役職員が認めた者

・工事関係 4　工事施工等業務上の理由により随時自動車を利用する
ことが必要であると施設統括部環境安全課が認めた者

　

1,500円/月

許可の年度
の末日まで
を限度とし
て指定

1,500円/月

5,000円/月

・東山地区本学用務先役職員担当者が承認の上，申請すること。
・自動車検査証の写しを添付すること。
・自動車検査証の写しは会社名であること。会社名でない場合は，本学契約先である
社名で業務に利用することの証明書類を提出すること。
・申請者名と自動車検査証の社名が違う場合は、その理由書を提出すること。

環境安全課環
境管理係交通
担当

※交付許可
は，申請後大
学営業日７日
後
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入構許可の申請資格，許可証等の交付申請手続き及び許可期間（別表１） 2025年2月14日改正

入構区分の種類 許可証等 申請者の別 申請資格 申請手続き 入構整理料
申請先
許可証等
の交付者

許可期限 留意事項

三　二輪車入構 二輪車入構
許可証

1  東山地区の役職員又は学生で次の各号のいずれかに該
当する者。 　なお, 役職員は二輪車による本学への通勤
届を提出している者。

別に定める名古
屋大学東山地区
二輪入構手続き
をすること。

環境安全課環
境管理係交通
担当

※交付許可
は，申請後大
学営業日７日
後

許可の年度
の末日まで
を限度とし
て指定

・証明書類は，発行後1カ月以内で，利用期間中の証明がある書類を提出すること。
・自動車及び二輪を同時に申請することはできない。
・学生は，学生証の写し，担当教授承認書類，名義が本人、親族名又は所属機関名で
ある自動車検査証の写しを提出すること。
・東山地区非常勤講師は，利用期間中にかかる本学発行の労働契約書類（契約書・通
知書等）を提出すること。
・次年度の申請手続きについては別途通知する。

一　役職員及び学生で総長が別に定める区域外(交通機関
等による通勤又は通学等の所要時間が35分以上)に居住す
る者

・本学指定の二輪区域図に自宅位置等を正確にポイントして添付すること。
・学生は，担当教授等を通じ申請をすること。

二　役職員又は学生で教育研究その他業務上の理由など特
別な理由により，随時二輪車を利用することが必要である
と部局長等が認めた者

・教育研究その他本学業務上の理由で公共交通機関の利用が困難な理由を明記し，部
局長等が認めたことがわかる書類を提出すること。
・学生は，担当教授・担当部署を通じ，部局長が認めたことがわかる書類を提出する
こと。

2　東山地区に来校する共同研究者のうち，次の各号のいず
れかに該当する者

・共同研究者等とは，本学との研究に関わる研究者及び招へい教員をいう。
・共同研究者は，申請者名の記載がある本学との契約に関わる公的書類(共同研究依
頼書等）の写しを提出すること。
・証明書類は，発行後1カ月以内のものを提出すること。
・次年度の手続きについては別途通知する。

一　教育研究その他業務上の理由により，随時二輪を利用す
ることが必要であり，かつ自宅又は所属する企業が，別に定
める区域外（交通機関等による通勤の所要時間が35分以上）
に居住する者で部局長等が認めた者

・教育研究その他本学業務上の理由で公共交通機関の利用が困難な理由及び随時二輪を
利用しなければならない理由を明記し，部局長が認めたことがわかる書類を提出するこ
と。
・本学指定の二輪区域図に自宅位置等を正確にポイントして添付すること。

二　教育研究その他業務上の理由など特別な理由により，随
時二輪車を利用することが必要であると部局長等が認めた者

・教育研究その他本学業務上の理由で公共交通機関の利用が困難な理由を明記し，部局
長が認めたことがわかる書類を提出すること。

・事業者等
・業者
・工事関係

3　東山地区構内で営業する事業者又は出入り業者，工事
関係者等で随時二輪車を利用することが必要であると東山
地区用務先役職員が認めた者

・東山地区役職員が認めた者でないと申請できない。申請書類の提出の際は，東山地
区用務先役職員のメールアドレスをつけて送付すること。

四　公用車入構 名古屋大学
公用車証

・役職員 ・自動車検査証に記載された所有者又は使用者が東海国立
大学機構（岐阜大学及び名古屋大学を含む。以下「機構」
という）となっている車両及び所有者又は使用者が機構と
なっている車両。

別に定める名古
屋大学東山地区
名大公用者入構
手続きをするこ
と。

環境安全課環
境管理係交通
担当

・当該車両の駐車場所についても申請しなければならない。
・所有者，使用者，駐車場所若しくは車両の変更又は廃車があった場合は，速やかに
再申請し，名古屋大学公用車証の再交付を受けなければならない。

五　臨時入構 臨時入構許
可証

・役職員 やむを得ない事由で公共交通機関での来校が困難である役
職員で，研究その他本学業務上の都合により臨時に自動車
を構内に乗り入れ，又は駐車する必要がある者

名古屋大学名古
屋大学東山地区
入構申請管理シ
ステム（学内）

・東山地区非常勤講師は，利用期間中にかかる本学発行の労働契約書類（契約書・通
知書等）の写しを提出すること。

・学生 やむを得ない事由で公共交通機関での通勤通学困難である
本学の学生等で次の各号のいずれかに該当する者

・学生は，学生証，担当教授承認書類及び自動車検査証の写しを提出すること。
・申請資格一，二，四にあっては自動車検査証の名義が本人，親族名，所属機関名で
ある書類を提出すること。

一　大学院学生等で研究その他業務上の都合により臨時に
自動車を構内に乗り入れ，又は駐車する必要がある者で部
局長等が認めた者

・部局長等が認めた承認書類を提出すること。

二　学部学生等で実習等教育上の理由により臨時に自動車
を構内に乗り入れ，又は駐車する必要がある者で部局長等
が認めた者

・部局長等が認めた承認書類を提出すること。

三　学部学生等で課外活動において対外試合及び練習場へ
の道具運搬等特別な理由により臨時に自動車を構内へ乗り
入れ，又は駐車する必要がある者で担当の理事，副総長又
は副理事が認めた者

・教育推進部が認めた承認書類を提出すること。
・車両番号が特定できること。

四 学生等で企業等に常勤者として勤務し，勤務先から大
学への通学に自動車を不可欠とする者又はこれに準ずる者
で部局長等が認めた者

・勤務先の身分証の写しを添付すること。
・部局長等が認めた承認書類を提出すること。

・役職員
・学生

・共同研究者等

100円/時間。
最大400円 24時間
以降700円/時間
45分未満無料

1カ月7日間
を限度とす
る。（土日
祝日及び大
学休業日を
除く）

・学生
別に定める名古
屋大学東山地区
構内臨時入構手
続きをすること
　

環境安全課環
境管理係交通
担当

※交付を受け
ようとする日
の大学営業日
10日前から3
日前まで
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入構許可の申請資格，許可証等の交付申請手続き及び許可期間（別表１） 2025年2月14日改正

入構区分の種類 許可証等 申請者の別 申請資格 申請手続き 入構整理料
申請先
許可証等
の交付者

許可期限 留意事項

六　無料入構 無料入構許
可証

・役職員 要項第11条の入構整理料免除車両であること。 別に定める名古
屋大学東山地区
入構整理料免除
車両手続きをす
ること

環境安全課環
境管理係交通
担当

大学営業日5
日前に提出

・入構整理料免除車両であることの証明書類を提出すること。

要項第12条に基づき，特に必要と認めた車両については，
承認先が入構整理料等を負担することができる。

別に定める名古
屋大学東山地区
入構整理料予算
振替手続きをす
ること

800円/回(利用日
当日限り）

・本学予算振替時期に振り替える。

七　用務証明書 用務証明書 ・役職員 教育，研究，本学への役務提供その他本学に関係する用務
を行う必要がある外来者

名古屋大学名古
屋大学東山地区
入構申請管理シ
ステム（学内）

200円/時間
45分未満無料

東山地区役職
員

用務日に限
る。

・用務証明書は，名古屋大学本学役職員及び学生は利用できない。
・用務証明書の再発行はしない。
・東山地区非常勤講師は，用務証明書の発行はできない。

八　自転車入構 自転車登録
証

・役職員
・学生

東山地区役職員及び学生であり，通勤通学，本学業務で自
転車を利用する必要があるもの。

名古屋大学名古
屋大学東山地区
入構申請管理シ
ステム（自転
車）

環境安全課環
境管理係交通
担当

許可の年度
の末日まで
を限度とし
て指定

・学生は，登録証を受け取る際に学生証の提示及び登録番号の記載のあるメールを提
示すること。
・次年度の申請手続きについては別途通知する。

・共同研究者等 本学との共同研究の契約等により本学に関係する用務を行
う必要がある者。

・本学との共同研究の契約等を証明する書類を提示すること。

・事業者等
・業者

構内で営業を行うことを認められている事業者およびその
事業者に勤務する者，若しくは構内に出入りする業者およ
びその業者に勤務する者

・名古屋大学東山地区に勤務地があり，申請期間中の契約又は雇用関係が証明できる
書類を提出すること。

自転車登録
証（公用）

・役職員 本学研究及び業務上の理由により，通勤通学を除き，自転
車を利用する必要がある車両で，本学所有の車両。

別に定める名古
屋大学東山地区
構内自転車登録
（公用）手続き
をすること

・部局所有の場合，氏名欄に部局名と所属部局の上長(課長以上)の氏名を併記するこ
と。
・個人所有の自転車を業務による申請する場合，所属部局の上長(課長以上)より業務
に個人所有の自転車が認められていること等を申請理由欄に追記すること。

九　バス入構 ・役職員 本学に関わる用務のため入構を希望する者で，入構時間
は，原則30分未満の乗降のみとする。

別に定める名古
屋大学東山地区
バス入構手続き
をすること

30分未満の乗降の
み

環境安全課環
境管理係交通
担当

※大学営業日
5日前に提出

用務日に限
る。

入構時間は，原則30分未満の乗降のみとする。

十　大型入構 ・役職員 最大積載量８tを超える車両，車両総重量11ｔ以上の車
両，ゲートを通過できない車両のいずれにかに該当する業
務車両。

別に定める 名古
屋大学東山地区
大型車両入構手
続きをすること

環境安全課環
境管理係交通
担当

※大学営業日
5日前に提出

用務日に限
る。

・大型免許１種に該当する車両であること。
・東山地区役職員承認のもと，施設統括部環境安全課の認めた車両が利用できるも
の。

十一　一般の入
構

・外来者 本学に用務等のため一時的に入構を希望する者。 700円/時間
45分未満無料

最大9,100円/日24時間以降700円/時間

※　申請者の住所等で虚偽の申請が確認された場合は、入構許可を取り消す場合がございます。
※　臨時入構を利用する場合、同一車両での入構は1か月７日以内であることをシステムで確認しています。申請者が異なるなどして同一月に同一車両が７日を超えて入構する予定がある場合は、あらかじめ交通担当まで連絡すること。
※　定期入構、定期外来入構の車両変更・代車申請をする場合は、大学営業日３日前に東海国立大学機構名古屋大学入構申請管理システムより，車検または修理で登録車両の変更を希望する場合は「代車」，申請期間が３０日を超える場合は「車両変更」より登
録をすること。

用務日に限
る。
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